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えば Kug et al.（2009）として近年盛んに
研究が進められている． 
一方で，近年の計算技術の発達に伴い，



























季節予測システム（System for Prediction 
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図 1. MIROCを用いた季節予測システム SPAMの
概念図． 
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POAMA（by the Centre for Australian 

















図 2. NINO3.4の ACCスキル．Jin et al.（2008）
の Fig. 8に加筆．星印が SPAMの結果を示す． 
図 3. 予測開始月（縦軸）と予測期間（横軸）に対
する ACC スキルのプロット．左：NINO3，右：
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図 5. 予測開始後 1ケ月目，４ケ月目，7ヶ月目の海水温偏差の合成図．上：従来型エルニーニョの発
達期に予測を開始したケース，下：上段に対応する ProjDの海水温偏差の合成図． 
図 6. 図 5と同様．ただし、新型エルニーニョ発達期に予測を開始したケース． 
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